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研究の背景

研究協力者（Ａさん）

• 香港の日本語学習者

• 台湾の大学に留学（当時３年生）

→交換留学生として来日

きっかけ

• 趣味と学習経験についてのスピーチ

• クラス内での印象の変化

• クラスメートとの交友関係の変化



先行研究

学習者オートノミー

• 「自分で自分の学習の理由あるいは目的と内 容、方法に関して
選択を行い、その選択に基づいた計画を実行し、結果を評価
できる能力」(青木, 2005: 773-774)

• ‘capacity for intentional use in context of a range of interacting 
resources toward learning goals’ (Palfreyman, 2014: 183)

• 'having authorship of one's actions’ and 'having the voice that 
speaks one's words' (van Lier, 2004: 8)



先行研究

SNS（Facebook）と自己主導型学習（Nakai, 2016）

• Facebookが場所と時間を超えた学習の場を提供

→過去の経験や将来像を見据えて学習活動を生み出す

L2 motivational self system（Dörnyei, 2009)

• 理想L2自己／ 義務自己



先行研究

言語学習ヒストリー（LLH：Language Learning History）

• 言語学習を開始してから現在に至るまでの学習過程における
経験や意識、考え方の変容を調査

ライフストーリーインタビュー

• 新しい言語の習得は新しいアイデンティティの獲得
(Norton, 2000; Pavlenko and Lantolf, 2000）

• 言語とアイデンティティの獲得を促進する学習者オートノミー
（中井，印刷中)



調査・分析

研究協力者（Ａさん）

半構造化インタビュー

• 2016年7月8日65分

• 2016年7月22日48分

• 学習経験について（なぜ日本語学習を始めたのか…）

ライフストーリーの手法で日本語の学習経験を学習史に



• 親友が日本語の塾に通いだした。

• 塾に通う経済的な余裕がなかった。

• ニコニコ動画を見ていた。

①ニコ動で学習開始

• ニコ動のまとめを台湾人がやっていた。

• 日本語の授業を受けていた。

• 日本人留学生と一度だけ交流した。リアル。

②台湾の大学の

日本語学科へ留学

• 日本語の授業を受けている。

• ＣＧのサークルでイラストレーターとして活躍。

• ニコ動のアイドルに会いに行った。

③日本の大学に留学

Ａさんの言語学習史



①ニコ動での学習

香港 経済的理由

ライバル意識
ニコ動への関心



①ニコ動での学習：学習方法

コンテンツ

リスナー

ツール



①ニコ動での学習：コンテンツ

初級

言葉が短い

動詞やオノマトペ

ストーリーの説明なし

中級

叫び声が多い

アイテムの説明

テンポがゆっくり

上級

ストーリーが難しい

説明が長い

テンポが速い



①ニコ動での学習：理解するためのツール

コメント
字幕

+
Google翻訳



①ニコ動での学習：リスナー

ゲームの実況を行い、
日本語で発信する。



①ニコ動での学習：生放送

実行

評価
調整

「反省会」を開く
・もらったコメントを振り返る

…発音や表現について
・ファンと雑談、ＦＢをもらう

生放送をする時間を変える
録画のアップで反応を見る

リスナーに通じる発音やイントネーションで話すべき

理想自己

義務自己



②台湾の大学の日本語学科へ留学

香港

台湾

まとめサイト
大学のレベル

ニコ動人気なし
大学のレベル高い



②台湾の大学の日本語学科へ留学

香港

台湾

テキストの文法や語彙
が正しく使えるべき義務自己



③日本への留学

香港

台湾

日本

サークル授業



③日本への留学

香港

台湾
日本

テキストの文法や語彙
が正しく使えるべき

理想自己

義務自己



考察：日本語学習の軌跡

香港

台湾

日本

経済的理由

日本語レベル

ニコ動との出会い

まとめサイト作成者が台湾人

日本人ボランティアとの出会い

サークルのイラスト班での役割
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